
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒトࢆࢤ࢝ࢺ見ࡅࡘ出ࡾࡼࡍ正確ࡘ早ࡃ

、ヘビを見つけ出すことを明らかに

しました。このことは、ヒトはヘビを見つけ出すために脳の視覚系を進化させたとの仮説に

合致するものです。川合准教授らは、大学生 28 名を対象とした実験を行い、森の中を写した

白黒写真の風景と、その写真にヘビかトカゲが置かれたもう１枚の風景写真を、間に真っ黒

な画面を挟んで、0.25 秒ずつ切り替わる画像から、２つの風景写真の違い（１枚は動物がな

く、もう１枚は動物がある）をできるだけ早く正確に見つけてもらいました（図１参考）。15

秒間で違いを見つけられなければ、その試行は検出失敗としました。ヘビが含まれる写真の

セットが 14 枚と、トカゲが含まれる写真セットの合計 28 セット（試行）行いました。実験

の結果、ヘビが映っていた写真のうち 78%が正しく見つけられましたが、トカゲでは 56%しか

正しく見つけられませんでした（図２Ａ）。また、正しく見つけた試行のうち、見つけるまで

の時間はトカゲよりヘビのほうが早くなりました（図２Ｂ）。これまでに川合准教授らは、生

まれてから一度もヘビを見たことのないサルがヘビの写真を早く見つけることや、３歳の子

どもでも同じようにヘビの写真を早く見つけることを示し、ヒトにはヘビを素早く見つける

視覚システムが備わっていることを明らかにしてきました。これはヒトの祖先であった霊長

類が樹上で暮らしている時、唯一の補食動物がヘビであったために、脳内でヘビに対して敏

感に反応する領域（視床枕）が発達し、恐怖を感じる領域の扁桃体に大脳皮質を経由せず、

直接、情報を伝えるために素早く反応できるようになったためだと考えられています。しか

し、これまでの実験では動物の写真が何枚も並べてある中から１つだけ異なる動物の写真を

。

本研究成果は、2019 年 8 月 25 日付け科学誌「Cognition and Emotion」に掲載さ

れました。 









 

 

 

図 3 刺激の組み合わせの例 

上段はそれぞれ動物がいない風景写真で、下段はそれに動物を含めた写真。 

下段は小さいので少しクローズアップして表示。（動物の大きさは風景写真の 1%以下）  
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